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参考にしてください 
ウェブページでポット出版の 
紀伊國屋書店［全国］の 

販売データ（月別）を公開しています
http://www.pot.co.jp/

から「紀伊國屋POSデータ」を 
クリックして入れます

●2003年1月27日 ［（株）スタジオ・ポット］ 

月　　　　　　日 

●注文日 

●ご担当者 

●書店電話番号 

●
ご
注
文
書 

●冊数 

冊 

新刊  
 

新刊　

▼取次→トーハン・日販・大阪屋・中央社・栗田・太洋社　▼取引コード→3795　▼出版者記号→939015

▼ひきこもりがテーマの既刊本です。この機会にもう一度ご注文を 

冊 

ひきこもり［知る語る考える］ 
［2000.03発刊］　著●スタジオ・ポット　定価●1,500円＋税 

既刊 

冊 

激論!  ひきこもり 
［2001.09.18刊］　著●工藤定次・斎藤環　定価●1,700円＋税 
紀伊国屋書店全店での販売部数→2001年9月～現在まで148冊 
 （うち新宿本店では37冊） 

既刊 

全国ひきこもり・不登校 
援助団体レポート［宿泊型施設編］ 
編●プラットフォーム　定価●2,200円＋税 
ISBN4-939015-47-5 C0037 
 

ポット出版 

このチラシでご案内している書籍には、返品期限はありません。小社ではいつでも返品入帖しますので、長期間の陳列、販売をお願いします。
※返品上のトラブルがあった際には、お手数ですが小社までご一報ください。［ポット出版担当・岡田圭介］ 

▼ご注文は料金無料の 
フリーファックスで
　 

▼直接のお問い合わせはお電話で 

03-3478-1774
▼ご注文は電子メールで 

books@pot.co.jp0120-009936

全国 
ひきこもり・不登校
援助団体 
レポート

2003年 

2月21日
取次搬入 

プラットフォーム編　定価●2200円+税
A5判・並製・288頁　 
ISBN4-939015-47-5  C0037

代表者インタビュー、スタッフ
インタビュー、在籍生インタビュー
のほか、自立支援や社会参加
プログラムについて、費用、食事、
生活スケジュール、イベントetc…
について、直撃！ 

全国32カ所の
ひきこもり・不登校
援助団体を 
現地調査 

●初回発行部数　3,500部　●定価　2200円+税 
●想定する読者層
不登校児・ひきこもりの子どもをかかえる家庭の親。
不登校児・ひきこもりの本人。
小・中・高教師。保健所・教育センターなどの相談機関。 
ボランティア関係者。
●主な特徴 
○本書の編集を行った「プラットフォーム」は、
　ひきこもり援助団体を15年以上運営している、
　経験豊富な4団体が母体となって活動しています。
○調査員はその援助団体スタッフ・ボランティア、専門家、
　経験者が担当。
○直接現地に赴いて、実際に宿泊して調査しています。 
●最近出た類書 
○『ひきこもり支援ガイド』（晶文社、2002.10発行）が売れて 
　いる書店には是非おいていただきたいですが、この本がダメ 
　だった書店さんでも是非試して下さい。本書と『ひきこもり 
　支援～』との決定的な違いは、本書が第三者の目の目で見た、 
　ひきこもり施設の調査報告書だ、ということです。 
●一緒に並べて欲しい本 
○ 『「ひきこもり」救出マニュアル』斎藤 環 
　/PHP研究所/2,100円
○『社会的ひきこもり』斎藤 環/PHP新書/657円
○『激論!ひきこもり』工藤定次×斎藤 環/ポット出版/1,700円
○『若者のすべて―ひきこもり系VSじぶん探し系』 斎藤 環
　/PHPエディターズグループ/1,400円
○『ひきこもりの家族関係』田中 千穂子 
　/講談社プラスアルファ新書/700円
（以上amazonにて「ひきこもり」で検索、売れている本上位5冊です）。
●主な宣伝
○『ダカーポ』（マガジンハウス）予定。
○全国の保健所・教育センターにダイレクトメールを行います。
●ご注文について
2/12日（水）、ポット出版まで短冊到着分までは、
新刊委託配本分として搬入いたします。
2/13日（木）以降到着したものに関しては、
注文扱いで搬入となります。
注文扱いでも返品入帖します。（下記参照） 
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［宿泊型施設編］ 

 
 

�約250点の施設写真を掲載 
�調査員による座談会 
  「このレポートの読み方」付き 


